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1．は じ め に

　 CIE 昼 光 は 1960 年 代 の 欧 米 に お け る 自

然 昼 光 の 観 測 デ
ー

タ に 基 づ い て い る 。 同 じ

頃 、 日本 で は 長岡市 （長岡高専 、 新潟 大 学）

や 尼 崎 市 （電 総 研 〉で 昼 光 観 測 が 実 施 され 、

そ の 結 果 、可 視域 に お け る 分 布 は CIE 昼 光

とほ ぼ 同 じで あ る こ とが報 告 され て い る 。

最 近 、筆者 らは 1991 年 に 東京 工 芸 大 学 （神

奈jl［県 厚 木 市 ） で 観 測 し た 昼 光デ ー タを 固

有 ベ ク トル 解析 し、合成 昼 光 を求 め た 。 そ

こ で 、 1995 年 に 観 測 し た 長 岡 高専 お よ び

1976 年 に 尼 崎市 で 観 測 した 電 総 研 の 結 果

と あわせ て 、そ の 様 相 を比 較 調 査 した 。

2，昼 光 観 測 とそ の 平 均 色 度 軌 跡

　調 査 対 象 と し た 長 岡 高 専 （NCT95 ） 、東

京 工 芸 大 学 （TIP ） お よ び 電 総 研 の 地 理 的

条 件 お よ び 観 測 条件等 を Table．1 に 示 す 。

TabeL1 観測 地 の 地 理 的条件 及 び観瀰 条件
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FIG ．1 各地 の 平均色度軌跡

長 岡 高 専 東 京 工 芸 大 電 総 研

観測 場所 新潟 県 長 岡市 神奈 川県厚 木 市 大 阪府 尼 崎 市

地 理 的位 置 北 緯 37° 26
’

東経 138
°

54
’

北 緯 35° 26
’

東経 139
°

22
’

北 緯 34
°

44
’

東経 135
°

25
’

観 測 期 間 1995 ．1・1995 ，12 1991 ．1・1991 ．3 玉967 ．6・1967 ．12

観測 条件

北 空 光 、仰 角 45 °

採 光立 体 角 0．3st
BaSO4 白 色 面 拡 散

光

北 空 光 、仰 角 45 °

採光 立 体 角 0，48st
BaSO4 積 分 球 拡 散

光

北 空 光 、仰 角 45 °

受 光 角 30 °

BaSO4 白色 面 拡散 光

測 定波長 範 囲 300 ・800nm
，　 5nm

Ste
300 −800n ヱn

，　 5nnl
Ste

310 −750nm ，　　 10nm
Ste

解 析デ ータ 数 233 220 94

　 そ れ ぞ れ の 観 測デ ー
タ か ら求 め た 平 均 色

度軌 跡 を CIE 軌 跡 と と もに Fig．1 に し めす 、

3 局所 と も色 温 度 10000K か ら 20000K の

問 で CIE 軌跡 と交差 し 、 低 色 温 度域 （特 に

65001（近 辺 ） で は 紫側 に 、高色 温 度 域で は

緑 側 に 偏 位 し て い る 。 低 色 温 度 側 で は TIP
が 、 高色 温 度側 で は NCT95 が 他 よ り偏位 程

度 が 大 きい 。

3，合成 昼 光 の 比 較

　電総 研 の 合 成 昼 光 は Judd ら と 同様 な方

法 で 固有 ベ ク トル 解 析 か ら求 め て い る 。

　 NCT95 お よ び TIP に っ い て も同 様 な 方

法 で 求 め た 。 合成昼 光 は 第 2 固 有 ベ ク トル

ま で の
一

次結合式 で 表 され 、そ の 累積 寄 与

率 は 電 総研 で 約 99．1％ 、 NCT95 で 約 98．7％ 、

TIP で は 約 98、3％ で あ っ た 。
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　合 成 昼 光 の 再 現 の
一

例 と し て 、 CIE 軌 跡

と 6500K の 等 色 温 度 線 と の 交 点 座標 で 可 視

域 の 分 光分 布 を再 環 す る と FIG 、2 の よ うに

な る 。 CIE 分 布 と 3 局 所 の 分 布 を比 較 す る

と 、 380〜 430nm 問 お よ び 650nm 以 降 の 波

長 域 で 若干 の 違 い が あ る もの の 良 く近 似 し

て い る こ と が わ か る 。
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4 ，測 色 用 光源 と し て の 調 査

　常用 光 源 と して 、試 験 光 の 可 視 域 分 布 の

適 正 の 可 否 を 可 視 条 件 等 色 指 数 Mivis を用

い て 検 討 し た 。 そ の 結果 を FIG ．4 に 示 す 。

図 は CIE 昼 光 （D50 ，
　D55 ，　D65 ，　D75 ） の 下

で 条件 等 色 す る サ ン プ ル 対 が 試 験 光 の 下 で

の 等 色 ず れ （色差 ） 程 度 を 与 え る も の で 、

い ず れ の 試 験 光 も JIS に よ る等 級 区 分 で A

級 と な っ た 。 し か し 、紫 外 域 の 分 布 の 評価

と な る 蛍 光 条 件 等 色 指数 Miuv に つ い て は

TIP 合 成 昼 光 は B 級 とな っ た が 他 の 合 成 昼

光 は D 級 以 下 で あ っ た 。 こ の 違 い は 紫 外 域

分 光 エ ネ ル se
−
　一一値 が TIP の 場 合 、

　 CIE と 同

じ か それ 以 下 の 低 い 値 で あ っ た の に 比 べ 電

総 研 お よ び NCT95 に お い て は CIE よ り高

い 値 を 示 し て い る こ と も
一

因 と思 わ れ る 。

FIG ．2 　 6500K に お け る合成 昼 光分布 の 再現

　演 色 評 価 値 を 変 形 し 、 基 準 光 に 対 す る 試

験 光 の 歪 み 程 度 を 百 分率 で 表 した分 光 分 布

歪 み 率 Fd を 用 い て よ り具 体 的 に 相 互 の 分

布 の 相 違 を 調 べ た 。基 準 光 に CIE 合 成 昼 光 、

試 験 光 は そ れ ぞれ 3 局 所 の 合 成昼 光 と し、

　CIE 軌 跡 上 の 各 等 色 温 度線 と の 交点 座 標

で 分 布 を 再 現 させ 調 査 し た 。 そ の 結 果 を

FIG ．3 に 示 す。
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FIG ．4 各合成昼光 の 可視条件 等色指数 MIvi5
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FIG ．3 各合成昼光 の 分光 分布 歪 み 率 Fd の 比 較

各合 成 昼 光 と も Fd は 色 温 度 に よ る 違 い は

な く 2％ 以 下 と 極 め て 小 さ く 、 可 視域 に お

い て は CIE 昼 光 に よ く近 似 して い る こ と

が わ か る 。

5．あ とが き

　 日本 に お け る 合 成昼 光 と し て 、東 京 工 芸

大 学 （厚 木 市 ） の 昼 光観 測 に 基 づ く もの が

新 た に 加 わ っ た機 会 に 主 要 な 3 局所 の 合 成

昼 光 を CIE 昼 光 を も と に 比 較 検 討 した 。結

果 か ら、可 視 域 で は CIE 昼 光 と ほ と ん ど 同

じ で あ る こ と が 再 確 認 され た 。 しか し、紫

外 域 に 関 して は 調 査 した 3 局 所 問 に 違 い が

見 受 け られ 今 後 さ らに 詳 細 に 調 査 す る 必 要

が あ る 。
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